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評価基準について

１ 各事業（取組）の達成度評価基準

≪評価基準≫

事業（取組）の実施状況及び事業実施による効果として、成果指標の達成状況により評価を行う。

≪指標の設定がない場合の評価基準≫

事業（取組）の実施状況を判断基準として評価する。

評価

2　概ね達成

3　やや遅れている

4　大幅に遅れている

達成度評価基準

当該年度に実施すべき取組を円滑に行えた。

当該年度に実施すべき取組のうち、いくつか遅れが生じている。

何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっている。

評価

1　目標を達成

2　概ね達成

3　やや遅れている

4　大幅に遅れている

達成度評価基準

当該年度に実施すべき取組を予定どおり、計画的に行い、事業実施による効果が表れた。
「効果が表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の100％以上に達し、当該年度の目標を達成したものをいう。

当該年度に実施すべき取組を円滑に行い、事業実施による効果が概ね表れた。
「効果が概ね表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の80％以上に達したものをいう。

当該年度に実施すべき取組を行ったものの、事業実施による効果が小さかった。
「効果が小さかった」とは、成果指標の実績値が目標値の80％未満となったものをいう。

何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっており、事業実施による効果が表れなかった。
「効果が表れなかった」とは、成果指標の実績値が目標値の50％未満となったものをいう。



３ 計画全体の成果判断基準

≪評価基準≫

次の成果判断基準に基づき、基本目標レベルごとに設定した数値目標に対する実績値で成果の状況を判定する。

C　一定の成果があった

D　成果がなかった

数値目標の達成状況は芳しくなかったものの、取組として前進したとみなせる場合。
「数値目標の達成状況は芳しくなかった」とは、数値目標の実績値が目標値の80％未満となったものをいう。

数値目標と実績値に大幅な乖離があり、取組として前進したとは言い難い場合。
「数値目標と実績値に大幅な乖離がある」とは、数値目標の実績値がいずれも目標値の50％未満となったものをい
う。

成果判断基準

全ての数値目標が目標値を達成するなど、大いに成果が得られたとみなせる場合。
「大いに成果が得られたとみなせる」とは、設定した全ての数値目標の実績値が目標値を100％以上達したものを
いう。

一部の数値目標が目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる場合。
「概ね成果が得られたとみなせる」とは、数値目標の実績値がいずれも目標値の80％以上達したものをいう。

評価

A　非常に成果があった

B　相当程度成果があった

２ 基本目標レベル（大分類）での達成度評価基準

≪評価基準≫

各事業（取組）の達成度評価の結果を基に、次の評価基準で判定する。

④　達成できなかった

達成度評価基準

基本目標に係る全ての事業（取組）において達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」であった。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が80％以上であった。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が80％未満であった。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が50％未満であった。

評価

①　計画どおり達成できた

②　概ね達成できた

③　やや達成できなかった
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１ 基本目標レベル（大分類）での達成度評価

評価結果の概要

基本目標（大分類）

１ 高齢者の健康づくりと介護予防の推進

２ 高齢者の日常生活を支える体制づくり

３ 認知症の人とその家族等にやさしい地域づくり

４ 在宅医療・介護サービス提供体制等の充実

 ③ やや達成できなかった

 ② 概ね達成できた

 ② 概ね達成できた

 ③ やや達成できなかった

評価 理由

取組の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組数
の割合が76.9％（30/39取組）と、80％未満にとどまったため。

取組の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組数
の割合が85.2％（23/27取組）と、80%以上であったため。

取組の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組数
の割合が80％（24/30取組）であったため。

取組の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった取組数
の割合が50％（3/6取組）と、80％未満にとどまったため。

５ 高齢者の安心安全のための災害・感染症への備え  ① 計画どおり達成できた
全ての取組（4/4取組）の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達
成」となったため。

６ 介護保険制度の安定的な運営  ① 計画どおり達成できた
全ての取組（6/6取組）の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達
成」となったため。



２ 基本目標レベル（大分類）ごとに設定した目標値に対する評価
№ 評価

令和５年度実績
（最新値）

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

令和６年度実績

災害時要援護者名簿に登録されている人のうち、避難援助者がいる人の割合を49.0%に引き上げます。

目標値（令和8年度）：49.0%　　（参考）令和5年度：46.0%

46.8%

市内のすべての介護施設などで、非常災害対策と感染症対策が実施されるようにします。

2

4箇所・48人

B 相当程度
　成果があった

目標指標・目標値

目標値（令和8年度）：6箇所・60人  （参考）令和5年度：3箇所・40人

目標指標・目標値

すべての日常生活圏域（全6箇所）にチームオレンジを設置し、チームオレンジに参加してより実践的な支援を行う認知症サポーターを
60人養成します。

高齢者相談センターの認知度を向上させ、85.0%にします。

目標値（令和8年度）：85.0%　　（参考）令和5年度：70.0%
目標指標・目標値

  高齢者の日常生活を
  支える体制づくり

C　一定の成果
   があった

基本目標（大分類） 目標指標・目標値・実績

目標指標・目標値
65歳からの健康寿命をさらに延伸します。

目標値（令和8年度）：延伸　　（参考）令和4年度：（男性）17.86歳、（女性）20.67歳

1
（男性）18.06歳、（女性）20.82歳  高齢者の健康づくりと

  介護予防の推進
A　非常に成果
   があった

目標指標・目標値
第1号被保険者のうち要介護3以上の認定を受けている人の割合（要介護3以上の認定率）を埼玉県平均（6.6%）以下の6.5%にします。

5
高齢者の安心安全のため
の災害・感染症への備え

B 相当程度
  成果があった

「北彩あんしんリング」で多職種による情報共有が行われている患者数を20人増やし、40人にします。

32人

目標値（令和8年度）：40人　　（参考）令和5年度：20人
目標指標・目標値

目標指標・目標値

4

市内に所在する介護サービス事業所の数を12箇所増やし、104箇所にします。

目標値（令和8年度）：104箇所　　（参考）令和5年度：92箇所

93箇所

目標指標・目標値

100.0%

目標指標・目標値
目標値（令和8年度）：100%　　（参考）令和5年度：98.5%

認知症を正しく理解し、地域において認知症の人とその家族などを応援する認知症サポーターの養成人数（累計）を7,400人以上に
します。

3
認知症の人とその家族等
にやさしい地域づくり

目標値（令和8年度）：6.5%    （参考）令和4年度：6.9%

5.9%

62.5%

目標指標・目標値

65.8%

地域ブロンズ会議の認知度を向上させ、73.0%にします。

目標値（令和8年度）：73.0%    （参考）令和5年度：58.0%

107.2%

6
介護保険制度の安定的な
運営

B 相当程度
  成果があった

目標指標・目標値
介護保険料（全体）の収納率を98.6%に引き上げます。

目標値（令和8年度）：98.6%　　（参考）令和5年度：97.6%

98.0%

健康づくりと介護予防の取組を推進するとともに、介護給付の適正化に取り組むことにより、介護給付費を抑制し、1人当たり介護給付月額
を埼玉県平均に近づけます。目標指標・目標値

目標値（令和8年度）：106.2%　　（参考）令和4年度：109.2%

目標値（令和8年度）：2,290人　　（参考）令和5年度：2,070人

2,122人

　在宅医療・介護サービ
  ス提供体制等の充実

B 相当程度
  成果があった

目標値（令和8年度）：7,400人　　（参考）令和5年度：6,200人

6,350人

目標指標・目標値

新たに介護施設などに従事する介護人材を220人確保し、市内の介護施設などに従事する介護職員などの数を2,290人にします。
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　　■

　　■
　

　　■
　

成果

C　一定の成果があった

理由

５ページの「１」のとおり、基本目標レベル（大分類）での達成度評価は、６つのうち４つの基本目標で「計画ど
おり達成できた」又は「概ね達成できた」という結果となった。なお、「やや達成できなかった」と評価した２つ
の基本目標のうち、取組の実績が「目標を達成」又は「概ね達成」となった割合が７割以上８割未満となったもの
が、１つあった。

６ページの「２」のとおり、基本目標レベル（大分類）ごとに設定した目標値に対する実績は、６つの全ての基本
目標で「非常に成果があった」、「相当程度成果があった」又は「一定の成果があった」という結果となった。

以上のことから、各事業（取組）による一定の成果が得られたと考えられるため、計画全体の成果判断を左記のと
おりとする。

３ 計画全体の成果判断



■各事業（取組）の達成度評価

 第１章　高齢者の健康づくりと介護予防の推進

　第１節　高齢者の健康づくり

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 740 750 760

実績 883

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 138.0
健康相談

生活習慣病の
予防

No

1

１
・
目
標
を
達
成

2

１
・
目
標
を
達
成

重点健康相談利用率（％）
※重点健康相談の利用定員に対する利用者数の割合

・引き続き、健診等の保健
事業の機会やホームペー
ジ、広報紙にて周知を行
い、健康相談への参加を促
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・重点健康相談：テーマ別（高血圧・糖尿病７回、脂質異常症２回、骨粗しょう症３回、歯周病疾患
４回）
・総合健康相談は適宜窓口や電話にて対応。

上記取組を実施し、実績値が目標値に達していることから、本評価とした。

評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

生活習慣病予防講座等（健康講座）への６５歳以上の延べ出席者数（人） ・引き続き、健診等の保健
事業の機会を積極的に活用
し、講座等を開催すること
で、健康に関する正しい知
識の普及啓発や生活習慣を
見直すきっかけづくりを
行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・介護予防事業の教室と一体化した生活習慣病予防講座を各地域にて開催（医師出前講座、運動、
栄養、歯の講座、病態別出前講座等）
・ｅスポーツ教室の開催、かぞ健康マイレージ・コバトンＡＬＫＯＯマイレージの実施、健康手帳の
交付（新４０歳への郵送等）、各地域の市民まつりと健康まつりの同時開催を行った。
・公共施設の敷地内禁煙継続、飲酒・喫煙の害の啓発を行った。

上記取組を実施し、実績値が目標値に達していることから、本評価とした。

8



9
具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 78.0 79.0 80.0

実績 95.6

指標(単位)
①

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 57.5 58.0 58.5

実績 51.2

指標(単位)
②

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 40.0 45.0 50.0

実績 28.1

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

感染症の予
防・重症化の
防止

4

高齢者インフルエンザ予防接種接種率（％）
※６５歳以上の人のうち、高齢者インフルエンザ予防接種を受けた人の割合

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種接種率（％）
※接種時点で６５歳で接種歴のない人のうち、高齢者肺炎球菌ワクチン予
防接種を受けた人の割合

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内の委託医療機関において、国が示す定期接種対象者に加須市独自対象者を加え、接種時点で
６５歳以上であり接種歴のない方全員を対象に接種費用の一部を助成した。(自己負担３，０００円)
・接種時点で６５歳となる方に接種の勧奨はがきを送付した。
・接種時点で６５歳の方の接種率が目標値の８割未満だったことから本評価とした。

・引き続き、チラシ配布、
広報紙掲載、勧奨はがきの
送付等を行うことにより、
対象者への広い周知に努め
ていく。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

こころの健康
づくり

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・接種日において６５歳以上または身体障害者手帳１級相当の６０歳から６４歳の市民が、委託先で
接種する際の費用の一部を助成（自己負担１，０００円）
・インフルエンザに係る罹患や流行の防止につなげるため、ＳＮＳ、チラシ、広報等により制度の周
知を図った。
・上記取組などの効果により、感染予防意識が高まった結果、実績値が目標値の８割以上に達してい
ることから、本評価とした。

２
・
概
ね
達
成

・今後も広報等で周知し、
希望者が相談できる体制を
維持する。

・接種により、罹患リスク
が下がることから、接種率
の向上に向けた周知に努め
ていく。

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

No 評価

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市のホームページに、こころの体温計の掲載を継続し、こころの健康づくりへの意識づけに努めた
結果、利用率が目標値を上回ったため本評価とした。

こころの健康相談利用率（％）
※こころの健康相談の利用定員に対する利用者数の割合

3

１
・
目
標
を
達
成



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 15.5 16.0 16.5

実績 16.6

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 70 70 70

実績 50.8

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 69.0 70.0 70.0

実績 86.7

・保健事業において、塩分
チェックシートと減塩の工
夫をまとめたチラシを活用
し、塩分を控えることの大
切さを啓発していく。

・減塩プロジェクトの一環
で作成したポスター及びＰ
ＯＰをスーパーマーケット
や直売所等に設置し、周知
を図る。

・出前講座、栄養講座及び
食生活改善推進員育成研修
等で減塩に関するテーマを
積極的に取り入れていく。

7

１
・
目
標
を
達
成

塩分のとり方に注意していることがある人の割合（％）
※保健事業などで実施した塩分チェックシートに回答のあった人のうち、
「塩分のとり方に注意している」と回答した人の割合

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・各保健事業を通じて塩分チェックシートを実施し、５６９枚の回答を得ることができた。健康講座
や健康相談などの機会では必ず高血圧予防について普及啓発を行ったことにより、目標を達成するこ
とができたことから本評価とした。

食育の推進

6

１
・
目
標
を
達
成

成人歯科検診受診者のうち、歯肉炎・歯周病を有する６５歳以上の人の割合（％） ・引き続き、成人歯科検診
を周知し、事業を実施して
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・成人歯科検診、８０２０お達者歯科健診の実施
・健康講座やホームぺージによるお口の健康についての普及啓発の実施

・上記取組などの効果により、目標値を達成したため本評価とした。

成人歯科保健
の推進

5

１
・
目
標
を
達
成

骨粗しょう症検診対象者（４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、
６５歳及び７０歳女性）のうち、同検診受診者の割合（％）

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

骨粗しょう症
の予防

・骨粗しょう症検診対象者
以外の市民に対しては、健
康まつりにて骨密度測定を
実施する。

・健康相談や健康教育など
の他事業と連携しながら、
要指導・要精検判定者の
フォローアップを行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・受診勧奨はがきの送付やＷＥＢ予約を導入するなど、対象者への意識づけや環境づくりを行い、目
標値を達成したことから本評価とした。
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11
具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 8 7 7

実績 9

指標(単位)
①

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 50 60 60

実績 39.3（暫定値）

指標(単位)
②

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 33.0 36.0 39.0

実績 31.0（暫定値）

・受診券の送付封筒を見やす
く変更
・引き続き、ＡＩによる対象
者選出、対象者に合わせた個
別の受診勧奨や電話による受
診勧奨を実施
・広報やホームページを利用
した勧奨や、医療機関と連携
した受診勧奨を継続して実施
・特定健康診査の受診率向上
のため、「健康診断受診率向
上特別対策ＰＴ」による受診
率向上に向けた全庁的な取組
を実施

・広報やホームページを利
用した受診勧奨を実施す
る。

・受診勧奨として、未受診
者にはがきを郵送し、受診
を促していく。

・集団検診申し込みの際
に、がん検診と合わせて受
診するよう勧める。

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

２
・
概
ね
達
成

8 がん検診

２
・
概
ね
達
成

市町村がん検診事業の評価結果（県内市町村ランキング）（位）

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

9

国保検診（特定健康診査）受診率（％）
※国保検診（特定健康診査）の対象者（国民健康保険加入者で４０歳から
７４歳までの人）のうち、国保検診（特定健康診査）を受けた人の割合

後期高齢者健診受診率（％）
※後期高齢者健康診査の対象者（７５歳以上の後期高齢者医療保険加入者）のう
ち、後期高齢者健康診査を受けた人の割合

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・後期高齢者を対象とした健康診査を実施（自己負担なし）
　診査項目：質問票、身体計測、血圧測定、診察、尿検査、血液検査（その他医師の判断により心電
図検査実施）
・健康診査受診券の送付、集団健診ＷＥＢ予約、休日コールセンターの実施
・健康診査の受診者は令和５年度の４，５１５人から令和６年度の４，８９８人に増加し、受診率も
伸びたが、目標値に及ばなかったことから本評価とした。

国保健診（特
定健康診査）
等

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・４月下旬に受診券を個別送付
・図書館の貸し出しレシートへの掲載や関連図書の展示、モニター掲示
・医療機関へのポスター掲示やチラシ配布
・ＡＩによる対象者選出、対象者に合わせた個別の受診勧奨、電話による受診勧奨
・上記取組を実施したが、実績値が未確定の状態であるため、目標値に対し、やや遅れている状況で
あると考えられる。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

・引き続き、左記の取組を
継続しながら、国保健診と
がん検診の同時受診やＷＥ
Ｂ予約がさらに定着するよ
う、周知等を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・がん検診受診券(けんしんパスポート）を分かりやすい内容に変更し、検診申込時に対象の検診全
てを勧める対応で統一した。また、集団検診のＷＥＢ予約を実施するほか、ＳＮＳ等での受診勧奨、
未受診者への再勧奨通知、加須市ピンクリボン運動を行った。胃がん検診(胃内視鏡検査）の自己負
担額を１０，０００円から３，０００円に減額。乳がん検診自己負担額を１，０００円から無料に変
更した。



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)①

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 800 800 800

実績 679

指標(単位)②

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 20 20 20

実績 34

指標(単位)③

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 80 80 80

実績 171

指標(単位)④

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 192 192 192

実績 232

国民健康保険人間ドック受診者数（人）

人間ドック・
脳ドックの利
用促進

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・ホームページや窓口でのパンフレットを用いた案内により、制度の周知を図った。高齢層の被保険者が増加したこ
と、令和５年度より併診ドック利用が可能となったことで受診者数が増加した。併診ドック利用が増えた影響で、人間
ドック単体の受診者数は目標値を下回ったものの、ドック全体の受診者数は令和５年度より増加しているため本評価と
した。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・ホームページや窓口でのパンフレットを用いた案内により、制度の周知を図った。高齢層の被保険者が増加したこと
や、令和５年度より併診ドック利用が可能となったことで受診者数が増加した。併診ドック受診者数が大幅に目標値を
上回ったため本評価とした。

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・ホームページや窓口でのパンフレットを用いた案内により、制度の周知を図った。高齢層の被保険者が増加したこと
や、令和５年度より併診ドック利用が可能となったことで受診者数が増加した。脳ドック受診者数が目標値を上回った
ため本評価とした。

国民健康保険脳ドック受診者数（人）

10

２
・
概
ね
達
成

評価No

・新型コロナウイルス感染症の
影響が解消傾向にあることや、
高齢層の被保険者が増加傾向に
あることを踏まえ、今後もドッ
ク全体の受診者数の増加が見込
まれる。

・特定健康診査受診と同様に、
受診率の向上を図り、医療費抑
制に繋げる必要がある。

・新型コロナウイルス感染症の
影響が解消傾向にあることや、
高齢層の被保険者が増加傾向に
あることを踏まえ、今後もドッ
ク全体の受診者数の増加が見込
まれる。

・特定健康診査受診と同様に、
受診率の向上を図り、医療費抑
制に繋げる必要がある。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

１
・
目
標
を
達
成

国民健康保険併診ドック受診者数（人）

・新型コロナウイルス感染症の
影響が解消傾向にあることや、
高齢層の被保険者が増加傾向に
あることを踏まえ、今後もドッ
ク全体の受診者数の増加が見込
まれる。

・特定健康診査受診と同様に、
受診率の向上を図り、医療費抑
制に繋げる必要がある。

１
・
目
標
を
達
成

後期高齢者医療保険人間ドック受診者数（人）
・令和５年３月末で医療診断セ
ンターが閉館。同年４月から実
施医療機関が済生会加須病院と
なったことで、新たに人間ドッ
クと同時受診できる併診ドック
の利用が可能となり、受診者の
増加が見込まれる。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・ホームページや窓口でのパンフレットを用いた案内により制度の周知を図った。
・コロナ禍の影響により令和２年以降、受診者数が落ち込んでいたが、感染状況が落ち着いたため、令和４年以降徐々
に受診者数が増加。また団塊の世代が７５歳以上となり、被保険者数が増加したことや令和４年６月に済生会加須病院
が開院し、令和５年度より併診ドック利用が可能となったことで受診者数が増加し、目標値を上回ったため本評価とし
た。

１
・
目
標
を
達
成

12



13
指標(単位)⑤

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 12 12 12

実績 26

指標(単位)⑥

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 24 24 24

実績 80

人間ドック・
脳ドックの利
用促進

１
・
目
標
を
達
成

１
・
目
標
を
達
成

10

後期高齢者医療保険脳ドック受診者数（人）

後期高齢者医療保険併診ドック受診者数（人）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・ホームページや窓口でのパンフレットを用いた案内により、制度の周知を図った。
・コロナ禍の影響により令和２年以降、受診者数が落ち込んでいたが、感染状況が落ち着いたため、令和４年以
降徐々に受診者数が増加。また団塊の世代が７５歳以上となり、被保険者数が増加したことや令和４年６月に済
生会加須病院が開院し、令和５年度より併診ドック利用が可能となったことで受診者数が増加し、目標値を上
回ったため本評価とした。

・令和５年３月末で医療診断セ
ンターが閉館。同年４月から実
施医療機関が済生会加須病院と
なったことで、新たに人間ドッ
クと同時受診できる併診ドック
の利用が可能となり、受診者の
増加が見込まれる。

・令和５年３月末で医療診断セ
ンターが閉館。同年４月から実
施医療機関が済生会加須病院と
なったことで、新たに人間ドッ
クと同時受診できる併診ドック
の利用が可能となり、受診者の
増加が見込まれる。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・ホームページや広報紙への掲載、窓口でのパンフレットによる案内、新規加入者の保険証へのチラシの同封な
どにより、制度の周知を図った。
・新型コロナウイルス感染症の感染状況は落ち着いてきており、受診者数は脳ドック単体では目標値に及ばない
が、併診ドック実績値（４０件）を踏まえると、目標値を上回ったため本評価とした。



　第２節　高齢者の介護予防

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 2,050 2,100 2,150

実績 2,150

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 2,900 3,000 3,100

実績 2,706

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 1,400 1,450 1,500

実績 1,383

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護予防に関する普及啓発、介護予防教室（わかめ倶楽部）、いきいき長寿保健事業によるポピュ
レーション支援等を各地域で実施した。
・地域リハビリテーション・ケアサポートセンターや高齢者相談センターの専門職と連携し、介護予
防サポーター養成講座及び介護予防サポーター会議を開催した。
・介護予防体操のＤＶＤを配布し、普及啓発を行った。
・上記の取組により、概ね目標を達成することができた。

筋力アップト
レーニングの
普及

評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

２
・
概
ね
達
成

・地域リハビリテーショ
ン・ケアサポートセンター
や高齢者相談センター等の
専門職と連携し実施してい
く。

・低栄養や口腔ケアについ
て普及啓発を行う。

２
・
概
ね
達
成

事業修了者と自主活動者数（累計）（人） ・体力測定や体組成測定の
結果だけではなく、生活習
慣に即した具体的な目標と
し、個別支援を実施してい
く。

・教室終了後も運動を継続
できるよう、自主グループ
への移行支援及び活動の後
方支援を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・個別運動プログラムに基づき、筋力トレーニングと有酸素運動を取り入れたトレーニングを週１回
開催した。
・筋力アップトレーニング教室修了生が運動を継続できるよう後方支援を実施した。

・上記の取組により、概ね目標を達成することができた。

2

介護予防普及啓発事業の延べ参加者数（人）

要介護状態と
なるおそれの
ある高齢者の
把握

教室や講座など
を活用した介護
予防の啓発

1

１
・
目
標
を
達
成

健康状態の把握を行った高齢者の数（人） ・要支援・要介護状態に陥
る可能性の高い高齢者の実
態を的確に把握していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・後期高齢者の質問票等を活用して要介護等認定を受けていない高齢者の健康状態を把握する取組に
ついて、計画どおり実施することができ、目標を上回る実績値となったため、本評価とした。

No

3

14



15
具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 150 156 162

実績 136

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 39 39 39

実績 44

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 112 116 120

実績 100

多様な訪問・
通所サービス
の提供

・介護予防を推進する観点
から、県の地域リハビリ
テーション支援制度等を活
用し、市内医療機関及びリ
ハビリテーション専門職と
連携した事業を展開してい
く。

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

２
・
概
ね
達
成

ふれあいサロンの設置数（箇所）

通いの場（ふ
れあいサロ
ン）の拡充

リハビリテー
ション専門職
との連携の推
進

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新規ふれあいサロンの開設や活動の継続支援
・介護予防サポーター及び健康づくりサポーターの活動支援

・実績値が目標値の８割以上に達していることから本評価とした。

5

１
・
目
標
を
達
成

リハビリテーション専門職との連携回数（回）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・自立支援型地域ケア会議及び介護予防サポーター養成講座を開催した。
・地域リハビリテーション・ケアサポートセンターと連携し、ふれあいサロンへの巡回支援や筋力
アップトレーニング事業の参加者に対する講話を実施した。
･上記の取組により、リハビリテーション専門職の参画が目標値を上回ったことから本評価とした。

4

6

２
・
概
ね
達
成

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

・介護予防・生活支援サー
ビス提供事業所を確保す
る。

・委託事業者による短期集
中型通所サービスの提供を
実施する。

・生活機能の低下がみられ
る高齢者の利用勧奨を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護予防・生活支援サービス事業所（指定事業所）による訪問・通所サービスの提供
・委託事業者による短期集中型通所サービスの実施

・市内の指定事業所数等が目標値の８割以上に達していることから本評価とした。

・高齢者相談センターと連携
し、新規ふれあいサロンの開設
と継続支援を行う。
・介護予防サポーターの養成と
活動支援及び健康づくりサポー
ターの派遣を行う。
・医療専門職による講座を実施
し、フレイル予防を推進する。
・地域リハビリテーション・ケ
アサポートセンターと連携の
上、理学療法士による巡回支援
を実施し、ロコモティブシンド
ローム予防を推進していく。

訪問・通所サービスの提供事業所数・提供団体数・利用定員数の合計（箇
所・団体・人）



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 90.0 90.0 90.0

実績 85.3

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 10 11 12

実績 9

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 1,300 1,350 1,400

実績 1,076

・平成国際大学と調整、連携
を図りながら、講義の内容を
検討し、シニア層の市民の学
習活動の場を提供していく。
・学習後、地域のリーダーや
地域ボランティア、生涯学習
市民企画委員等への積極的な
参画を促進していく。
・「平成国際大学いきいき大
学同窓会」及び期別ごとの自
主活動サークルの円滑な活動
に向けた支援を行うととも
に、卒業後の自主活動サーク
ル結成に向けた支援を行う。

評価
分析を踏まえた改善点・

今後の取組内容等

7

No

生涯学習活動
の推進

シニアいきいき大学受講生の受講率（％）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・７月から２月にかけて講義を実施（２学部×１０回）
　受講生：自然科学部５１名、人文科学部６６名

・受講率が目標値の８割以上に達していることから本評価とした。

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

２
・
概
ね
達
成

8
スポーツ教室
の推進

グラウンド・
ゴルフの推進

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・高齢者を中心に気軽にできるグラウンド・ゴルフは、市内各地の愛好者をはじめ、年間を通じて多
くの方が競技を楽しんでおり、目標値の８割以上の実績値となったことから、本評価とした。

9

２
・
概
ね
達
成

６５歳以上のグラウンド・ゴルフの競技人口（人）
※競技人口は、加須市スポーツ協会及び加須市レクリエーション協会加盟者

２
・
概
ね
達
成

６５歳以上の人が参加できるスポーツ教室の開催回数（回） ・引き続き、65歳以上の方
がスポーツを通じた健康づ
くりができる教室を開催す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・ボッチャ体験会やウォーキング教室など、こどもから高齢者まで幅広く参加できる内容の教室を、
体育館や屋外施設などを活用して開催し、開催回数も概ね目標を達成することができた。

・競技団体と連携し、ス
ポーツを通じた健康づくり
の推進のため、多くの方が
協議に参加できるよう工夫
を凝らした事業の実施を検
討する。

16



17
具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 14 14 14

実績 11

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 975 1,000 1,030

実績 1,002

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 65 67 69

実績 42

・引き続き、関係機関と連携
し、就業支援セミナーや相談
会を開催し、さらなる就業支
援事業の充実を図る。
・多様なメニューを市民に提
供することで、就業機運を高
め、就業希望者の掘り起こし
を行う。
・令和６年度から、「埼玉し
ごとサポート」に名称が変更
となった。

・引き続き、シルバー人材セ
ンターの経営安定化を図るた
め、運営の支援を行うととも
に、①新会員の確保、②受託
業務の確保、③就業機会の拡
大、④会員の技能習得・向上
等について、必要に応じて助
言・指導等を行う。

・多様なメニューを市民に提
供することで、就業機運を高
め就業希望者の掘り起こしを
行う。

２
・
概
ね
達
成

健康づくりウォーキング大会の開催回数（回）
※市、市スポーツ協会、地区スポーツ協会主催大会の開催回数

・より多くの市民が参加で
きるよう様々な工夫を凝ら
した大会の開催を検討す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・市やスポーツ協会が主催者となり、市内各地で多くの市民が参加するウォーキング大会を開催する
ことができた。
・雨天により複数の大会が中止となったが、概ね目標を達成することができた。

シルバー人材
センターへの
支援

12

No

11

ウォーキング
の推進

シルバー人材センターの会員数（人）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・シルバー人材センターの運営を支援するとともに、理事会等に出席し、助言、指導及び事業協力を
行った。また、シルバー人材センターの会員数が目標値に達していることから本評価とした。

10

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

１
・
目
標
を
達
成

セカンドキャリアセンターを活用した就職者数（人）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・関係機関と連携し、就業支援セミナーや相談会を開催するとともに、就業支援に関する情報を市
ホームページやメール配信により市民に対し広く提供した。しかしながら、埼玉しごとサポートを活
用した就職者数が目標の６割程度だったため、本評価とした。

評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

高齢者の雇用
促進



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 1,200 1,700 2,200

実績 815

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 1,920 1,920 1,920

実績 1,240

指標(単位)①

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 35 36 37

実績 42

指標(単位)②

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 事業設計 事業開始 事業実施

実績 事業設計

・補助事業のあり方につい
て、社会福祉協議会ととも
に検討する。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

・参加人数は目標を下回っ
ているが、事業内容は新型
コロナウイルス感染症流行
前に戻りつつある。しか
し、休会する地区愛育班が
増えているため、活動を継
続している愛育班が支援を
継続していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市と市民活動ステーションとの連携のもと、団体からの相談や育成支援などに取り組み、高齢者支
援団体数が目標値を達成したことから本評価とした。

評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

No

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・事業の実施回数が令和５年度の２８回から３３回へ増加したものの、感染症予防を意識し、１回当たりの定員
をコロナ禍前までは戻さず実施したことにより、参加人数が目標値の７割程度となったことから本評価とした。

13
世代間交流の
推進

高齢者の交流
事業への支援

１
・
目
標
を
達
成

市民活動ステーションの高齢者支援活動団体登録数（団体）
・引き続き、市民活動ス
テーションと連携し、ボラ
ンティア活動団体の支援を
行うことで登録団体数の増
加に努める。

15

元気な高齢者
のボランティ
ア活動への参
加の促進

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

地域交流事業への一般参加者数（人）

１
・
目
標
を
達
成

介護支援ボランティアポイント事業の実施
・参加者向け説明会の開催
や市ホームページなどで広
く周知し、事業効果を浸透
させていく必要がある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・高齢者が市内の介護保険施設等で行うボランティア活動を通じて、社会参加や地域貢献することを
支援し、本人の健康づくりと介護予防を推進するとともに、介護人材の不足が懸念される介護施設等
の支援を図ることを目的とし、「ボランティアポイント事業」の事業設計を行った。
・事業の実施根拠となる事業実施要綱を制定するとともに、受入施設の希望調査等を行った。

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

社会福祉協議会が実施する地域交流事業への延べ参加者数（人）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・社会福祉協議会に補助金を交付し、同協議会が実施する「ひとり暮らし高齢者地域交流事業」を推
進したが、開催回数が５８回、参加者数が１，２４０人に留まったことから本評価とした。

14

18
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具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 4,300 4,300 4,300

実績 2,703

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 145 150 155

実績 247

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 8.0 8.0 8.0

実績 7.1

16

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

・引き続き、関係機関と連
携し、各種講座等の市民へ
の周知を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・グリーンファーム加須にて、サツマイモ収穫体験、加工講座（手作り豆腐、手打ちそば、手づくり
こんにゃく）を実施
・北川辺ライスパークにて、田んぼオーナーによる各種体験、サツマイモ収穫体験、加工講座（手打
ちそば、まんじゅう作り）を実施
・実績が目標値に達したことから本評価とした。

・学校に働きかけ、学校応
援団の新規登録の啓発を行
う。

・令和７年全小・中学校導
入予定の学校運営協議会
（コミュニティ・スクー
ル）との関わりを深めてい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・新規応援団の発掘のため、学校運営協議会と連携して人材確保を目指したが、学校応援団の高齢
化、新規登録者の減少により、学校応援団は年々減少している。
・しかしながら、学校に対して協力的な市民は多く、学校と地域とで連携して教育活動を推進してい
る。

学校応援団へ
の参加の推進

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

老人クラブ加入率（％）
※６０歳以上の人のうち老人クラブの会員になっている人の割合

・新規会員の更なる獲得に
向けて、老人クラブの活動
内容を周知していく必要が
ある。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・老人クラブ会員の高齢化等の問題は抱えているが、会員増強のための友愛活動を精力的に行い、新
規会員の獲得や、休会していたクラブの復活などがあり、加入率も目標値の８割以上であるため、本
評価とした。

17

１
・
目
標
を
達
成

農業体験講座などへの６５歳以上の人の延べ参加者数（人）

生きがい農業
の推進

老人クラブの
活動支援

学校応援団の登録者数（人）

18

２
・
概
ね
達
成



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 32,000 32,000 32,000

実績 20,264

No

19

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

・各健康福祉センター、大
利根総合福祉会館を高齢者
の仲間づくりや健康づくり
の場としてさらなる活用を
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・高齢者の仲間づくり・健康づくりの場や、保険事業と介護予防の一体的な実施の場として、各健康
福祉センターを活用
・前年度の実績値を上回ったものの、目標値の８割未満だったことから本評価とした。

〔参考〕令和６年度総利用者数の内訳
　　　　・騎西健康福祉センター　　　５，２７６人
　　　　・北川辺健康福祉センター　　４，２３４人
　　　　・大利根健康福祉センター　　３，１０３人
　　　　・大利根総合福祉会館　　　　７，６５１人

健康福祉セン
ター等の活用

健康福祉センター等の総利用者数（人）

評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

20
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　第３節　高齢者の健康づくりと介護予防の一体的な実施

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 90.2

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 72 75 75

実績 62

No

２
・
概
ね
達
成

ふれあいサロンなどにおける医療専門職によるフレイル予防健康教育の開
催回数（回）

・引き続き、ふれあいサロ
ンや筋力アップトレーニン
グ自主グループ等の通いの
場を活用したフレイル予防
の健康教育、フレイル
チェックを行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・ふれあいサロンや筋力アップトレーニング自主グループ等へ医療専門職を派遣し、フレイル予防な
どの健康教育やフレイルチェックを実施した。

・目標値の８割以上に達したため本評価とした。

1

高齢者保健事
業と介護予防
の一体的な実
施

評価

２
・
概
ね
達
成

個別支援対象者に対する保健指導の実施率（％）
※個別支援の対象とした人のうち、保健指導を実施できた人の割合

・引き続き、管理栄養士、
歯科衛生士、保健師等の医
療専門職による低栄養、口
腔機能低下、生活習慣病重
症化予防に該当する者への
個別支援やふれあいサロン
等の通いの場を活用したフ
レイル予防の健康教育、フ
レイルチェックを行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・ＫＤＢシステムを活用したデータ分析と地域の健康課題の把握、重点課題の明確化及び事業評価を
実施
・医療専門職によるハイリスク対象者への訪問、相談対応などの個別支援を実施
・ふれあいサロン等の通いの場へ医療専門職を派遣し、フレイル予防などの健康教育やフレイル
チェックを実施

・目標値の８割以上に達したため本評価とした。

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等



 第２章　高齢者の日常生活を支える体制づくり

　第１節　相談支援等の体制の充実

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 98.0 98.0 98.0

― 実績 ―

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 75.0 80.0 85.0

実績 65.8

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 213 216 220

実績 196

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

1

3

２
・
概
ね
達
成

高齢者相談センターの事業評価における得点率（％）
※国が定める全国共通の評価指標に係る合計点数に対する本市の得点の割合

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

2

高齢者相談セン
ター（地域包括
支援センター）
の体制の充実

相談窓口等の
周知及び関係
機関等の連携
強化

地域ケア会議
の活用の推進

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

※本指標の根拠となる「地域包括支援センター運営状況調査（国）」について、本年度よりＷＥＢシステムへ移行となり、実
施時期が令和７年７月（昨年度より１箇月後ろ倒し）となった。実績値が確定次第の入力とする。

２
・
概
ね
達
成

高齢者相談センターの認知度（％）
※窓口アンケートに回答のあった人のうち、高齢者相談センターを「知っ
ている」と回答した人の割合

・相談窓口における相談実
施時や、関係者が集まる会
議の場など様々な機会を捉
えて高齢者相談センターの
周知に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市役所等の相談窓口において、パンフレット、ポスター等により高齢者相談センターを案内
・高齢者相談センター職員が高齢者宅を訪問した際や、民生委員の会議等に参加した際に、各センターが作成したパンフレッ
ト等を用いて高齢者相談センターを案内

・ホームページによる周知や、関係機関・地域関係者と連携し、高齢者相談センターを案内することにより、目標値の８割以
上の認知度となったことから本評価とした。

地域ケア会議の開催回数（回） ・高齢者の自立、要介護状
態になることの予防又は要
介護状態の重度化の防止に
向けて、引き続き、各高齢
者相談センターが開催する
地域ケア個別会議及び市が
主催する自立支援型地域ケ
ア会議を通じて、介護支援
専門員のケアマネジメント
の質の向上及び地域課題の
把握・検討に取り組んでい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・地域の関係者及び多職種（医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士及び作業療法士）の
参画を得て、地域ケア会議を開催し、事例検討を行うことにより、関係者間のネットワークを構築す
るとともに、地域における高齢者の自立した日常生活の継続に寄与した。

・目標とする開催回数の９割以上の開催実績があったことから本評価とした。

22
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　第２節　高齢者福祉サービスの充実

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 9 12 15

実績 9

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 146 156 166

実績 123

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 250 255 260

実績 181

・家族の就労等で日中に高
齢者のみとなる世帯が増加
していること等を踏まえ、
令和５年度から事業実施要
綱を一部改正し、対象者を
拡大した。利用者数の増加
に向けて、引き続き周知し
ていく。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・広報紙において事業の周知を行い、ひとり暮らし高齢者等が緊急時に救急車を呼ぶことができる機
器の貸与、定期的な安否確認や電話健康相談を実施
・利用者の施設入所又は死亡があったものの、設置台数が目標値の８割以上に達したことから本評価
とした。

1

１
・
目
標
を
達
成

福祉・介護分野における絆サポート券取扱店の件数（件）
・高齢者が、福祉・介護分
野において、絆サポート券
をより利用しやすい環境に
するため、取扱店のすそ野
が広がるよう関係課と取り
組んでいく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・絆サポート券の取扱店について、介護サービス提供事業所（施設）、介護タクシー、移動スーパー
等高齢者施策を幅広くカバーし、目標値も達成していることから本評価とした。

敬老事業の推
進

2

２
・
概
ね
達
成

緊急通報システムの設置台数（台）

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

緊急通報シス
テムの普及

配食サービス
の普及3

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

配食サービスの実利用者数（人）
・引き続き、必要とする人
がサービスを利用できるよ
う、事業の周知に努めると
ともに、今後の適正な事業
の実施方法等について検討
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・自力で調理を行うことが困難な高齢者等へ食事を提供するとともに、安否確認を実施
・適正利用のための利用者の資格調査や民間事業者の増加により、利用者数が目標値の８割を下回っ
たため本評価とした。



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)①

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 88 92 96

実績 104

指標(単位)②

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 サービス内容の検討 サービス内容の検討 見直し後のサービスの提供

実績 サービス内容の検討

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 95.4

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 95.0 95.0 95.0

実績 93.3

6

２
・
概
ね
達
成

介護サービス利用者負担助成の利用率（％）
※介護サービス利用者負担助成の対象となる人のうち、利用した人の割合

介護サービス
の利用に係る
負担の軽減

１
・
目
標
を
達
成

デマンド型乗合タクシーを利用する６５歳以上の市民の数（人/日）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・利用者数が目標値を上回り、コミュニティバス等による高齢者の移動支援を図ることができたた
め、本評価とした。

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

5

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護認定等を受けている方の通院や買い物に関する移送支援に関するニーズを踏まえ、送迎前後の
付き添い支援を介護サービスとして行う訪問サービスＤの創設に向けた情報収集などサービス内容の
検討を行った。

・引き続き、携帯端末のア
プリケーションによる利用
登録・予約についての周知
を図る。

・関係機関と連携し、支援
プランを作成しているが、
相談者の高齢化や相談内容
の多様化・複雑化等によ
り、複数年にわたり継続相
談・支援するケースがあ
る。
・困窮状態が複雑化・深刻
化する前に介入して早期に
支援が行えるよう、関係機
関との連携を密にする。

4

コミュニティ
バス等による
高齢者の移動
支援

２
・
概
ね
達
成

生活困窮課題の解決率（％）
※生活困窮に関する相談受付件数のうち解決できた相談件数の割合

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・生活困窮者が自立した生活が送れるよう、支援プランを作成し、関係機関等と連携して生活基盤の
調整、就労支援を実施。
・支援プラン作成までに至らない短期間での支援を含めると課題解決は全体の９割を超えていること
から本評価とした。

・対象者への勧奨通知を毎
月送付し、申請促進を図
る。

・事業を実施している社会
福祉法人やケアマネジャー
に対し、制度周知を依頼
し、低所得者の利用促進を
図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・未申請者へ勧奨通知を毎月送付することにより周知を図り、支給申請を随時受け付けたことで、目
標を達成することができたことから本評価とした。

生活困窮者等
の自立の支援

１
・
目
標
を
達
成

介護予防・生活支援サービスにおける訪問サービスのサービス内容の見直し
・サービス内容の検討結果
を実現に向けて具体化さ
せ、高齢者の移動支援施策
の拡充と利便性の促進を図
る必要がある。
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　第３節　家族介護者等（ケアラー）への支援の充実

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 2,300 2,500 2,700

実績 2,421

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 2,110 2,120 2,130

実績 2,054

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 46 51 56

実績 37
3

2

２
・
概
ね
達
成

家族介護者慰労金の延べ受給者数（人）
・引き続き、事業の周知に
努めるとともに、今後の適
正な事業の実施方法等につ
いて検討していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・要介護４又は５の認定を受けた高齢者を在宅で介護する家族介護者に対し、ねたきり高齢者等居宅
介護者慰労金を支給した。

・延べ受給者数の目標値を上回ることはできなかったが、在宅で介護を行う介護者の支援につなが
り、目標値の９割以上に達したことから本評価とした。

高齢者相談センターによる介護に関する相談支援件数（件）
※高齢者相談センターが実施する高齢者総合相談支援事業における介護に
関する相談支援件数

家族介護者等
の介護負担軽
減のための支
援

家族介護者慰
労金の支給

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

家族介護用品
の支給

1

１
・
目
標
を
達
成

・引き続き、高齢者相談セ
ンターと関係機関・関係団
体との連携の強化に取り組
む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・高齢者相談センターと連携し、家族介護者などからの相談に応じ、必要な助言や情報提供を行うと
ともに、相談支援機関につないだ。
・地域住民が主体となって開催している介護者サロンなどの情報を収集し、情報提供を行った。
・介護休業制度に関する情報提供を行った。
・実績が目標値を上回ったため、本評価とした。

・引き続き、事業の周知に
努めるとともに、今後の適
正な事業の実施方法等につ
いて検討していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・在宅で要介護状態となっている高齢者を常時介護している介護者に対し、紙おむつ等の介護用品を
支給
・核家族の高齢化により在宅介護者が減ったものの、利用者数が目標値の８割以上に達したことから
本評価とした。

２
・
概
ね
達
成

家族介護用品の利用者数（人）

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等



　第４節　高齢者の居住支援

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 290 290 290

実績 290

指標(単位)①

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 12 14 16

実績 6

指標(単位)②

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 事業開始 事業実施 事業実施

実績 事業開始

1

要介護等認定に該当しない高齢者に対する住宅改修費助成事業の実施

１
・
目
標
を
達
成

養護老人ホーム、軽費老人ホーム、有料老人ホーム及びサービス付き高齢
者向け住宅の入所総定員数（人）
※有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅は、特定施設入居者生
活介護の指定を受けていない住宅型有料老人ホームに限る。

・緊急に利用が必要となる
場合に備え、適宜、入所施
設における空き状況等を把
握する。

・入所措置された高齢者の
身体状況等を定期的に確認
し、必要に応じて介護サー
ビスの利用につなげる。

・県と連携し、有料老人
ホーム等の必要利用定員数
及び質の確保を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・各施設において必要な定員数（目標数）を確保することが出来ていることから本評価とした。

高齢者の安定
的な生活の場
の確保

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

住宅改修手続への支援件数（件）

2
居宅環境の改
善支援

１
・
目
標
を
達
成

・広報やＨＰにて市民への
情報提供や、ケアマネ
ジャー会議等で説明を行
い、引き続き、制度周知に
努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・新規事業の開始に当たり、介護保険の要介護認定において非該当となった方へ、認定結果とともに
本事業の案内を送付し、事業の周知に努めた。

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

・制度周知のため、引き続
き、窓口やケアマネジャー
会議等で説明を行ってい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・住宅改修支援事業手数料の支給申請を随時受け付け、介護支援専門員等へ理由書作成手数料の支給
を行ったが、目標値の５割に留まったことから本評価とした。
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　第５節　地域で高齢者を支え合う仕組みづくり

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 61.0 62.0 63.0

実績 34.0

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 2,900 3,000 3,100

実績 2,703

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 56 62 68

実績 53

3

２
・
概
ね
達
成

自治協力団体
への加入の促
進

地域通貨を活
用した地域福
祉サービスの
普及

地域ブロンズ
会議の設置・
活動の推進

2

２
・
概
ね
達
成

おたすけサポーターの年間活動時間数（時間）
※「ちょこっとおたすけ絆サポート券」の利用による地域支え合いサービ
スの年間利用時間数＝サポーターの活動時間数

・引き続き、加須市商工会
や関係各課と連携しながら
絆サポート事業の周知を図
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須市商工会や関係各課と連携し、事業のＰＲを行った。おたすけサポーターの年間活動時間数が
目標の８割以上を達成することができたため、本評価とした。

・引き続き、高齢者相談セ
ンターと連携し、自治協力
団体をはじめとする地域住
民に対し、地域ブロンズ会
議の周知及び設立趣旨の共
有を図っていく。

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

1

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

過去１年間に自治会活動に参加したことがある市民世帯の割合（％）
※全自治協力団体の平均

・市ホームページや広報紙
等を通じ、自治会活動の重
要性や意義を周知、啓発す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・コロナ禍が明け、自治会の各種活動自体は活発化してきているものの、住民参加の割合が約３分の
１であるため本評価とした。

第３層地域ブロンズ会議が設置されている地域の数（箇所）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・生活支援コーディネーター及び高齢者相談センターと連携し、自治協力団体を中心とした地域住民
に第３層地域ブロンズ会議設置の趣旨等を説明し、協議を重ねた結果、設置数が目標の８割以上に達
したことから本評価とした。



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 265 270 275

実績 275

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 140 170 200

実績 124

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 95.5 100.0 100.0

実績 81.6

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 220 230 240

実績 2217

１
・
目
標
を
達
成

消費生活センターにおける６５歳以上の消費生活相談件数（件）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・消費生活センターへの相談件数５８１件のうち、６５歳以上の相談は２２１件であり、全体の約
３８％であった。高齢者サロンでの講座、社会福祉協議会職員対象の見守り講座等で消費生活セン
ターの認知度向上に努めた成果もあり、相談件数が目標値に達するとともに、相談者に適切なあっせ
ん、助言等ができたことから本評価とした。

消費者被害の
防止

交通安全対策
の推進

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

・引き続き、高齢者相談セ
ンターと連携し、地域の困
りごとを把握し、適切な支
援方法及びサービス利用の
提案に努めていく。

地域における
防犯活動の推
進

5

２
・
概
ね
達
成

参加・実践型高齢者交通安全教室の参加者数（人）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・埼北自動車学校の協力のもと、参加・実践型高齢者交通安全教室を年４回実施した。参加者人数
は、参加者の体調不良等により、目標値を下回ったが、８割以上であることから本評価とした。

6

２
・
概
ね
達
成

自主防犯組織の組織率（％）
※自治協力団体加入団体のうち、自主防犯組織を設置している自治協力団体の割合

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和６年度に新たに「野中中央自主防災防犯会」が設立された。引き続き、危機管理防災課と連携
し、設立依頼を行う。

・引き続き、潜在被害者及
び相談者に重点をおいた相
談体制を周知する。

4

地域の実情に
応じた生活支
援体制の整備

１
・
目
標
を
達
成

・参加者の募集方法や教室
の実施内容等について検討
し、より多くの参加者を募
集できるように改善する。

・地域における防犯活動の活性化
を図るため、加須警察署と連携
し、講習会を実施する。

・自主防犯団体の組織及び活動状
況を把握するため、定期的に実態
調査を行う。

・自主防犯組織未設立の自治協力
団体へ、引き続き、危機管理防災
課と連携し、設立依頼を行う。

第２層生活支援コーディネーターの年間活動件数（件）
※社会福祉協議会支部ごとの区域の範囲において活動する生活支援コーディネーター

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・高齢者相談センターとの連携し、各地域ブロンズ会議の運営状況を確認し、意見交換、情報提供そ
の他当該ブロンズ会議の円滑な運営及び具体的な取組の実施のための支援を行った結果、活動件数が
目標の８割以上に達したことから本評価とした。
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具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 57 59 61

実績 61

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 100

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 47.0 48.0 49.0

実績 46.8

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 45 50 55

実績 39

10

歩行に配慮を
要する人のた
めの駐車区画
の適正利用の
推進

１
・
目
標
を
達
成

9

２
・
概
ね
達
成

災害時要援護者名簿における避難援助者の登録率（％）
※災害時要援護者名簿に登録されている人のうち、避難援助者の登録がある人の割合

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・引き続き民生委員・児童委員による高齢者世帯訪問時や障害者手帳所持者への災害時要援護者制度の周知を
行ったが、目標値を下回ったため本評価とした。なお、登録者の死亡数や施設入所数が新規登録者数を上回った
ものと考えられ、登録者数が減少した。
・令和６年度末　災害時要援護者名簿登録者数　６，６９６名（１８７名減）
  　　　上記のうち避難支援者の登録がある者　３，１３２名（１１２名減）
                                                             …（ ）内は、前年度末との比較

災害時要援護
者への支援

8

１
・
目
標
を
達
成

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内の公共施設における歩行が困難な人のための駐車区画の整備を５施設で実施
・目標値の８割以上を達成したことから本評価とした。

7

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

・一刻を争うことが考えら
れるため、迅速な事務処理
に努めるとともに、関係部
署との連携を密にしてお
く。

協力事業者に
よる見守り体
制の構築

行方不明者の
早期発見支援

１
・
目
標
を
達
成

あんしん見守りサポート事業協力事業者数（社） ・新たな協力事業者の発掘を行
う。
・ホームページ等で事業のＰＲを
行う。
・熱中症の危険性を意識した見守
り活動の実施について、協力事業
者へ依頼する。

（参考）過去の報告件数：令和３
年度３件、令和４年度２件、令和
５年度３件、令和６年度１件

行方不明者情報の適正な情報共有（％）
※行方不明者情報を早期発見につなげるための届出者の希望する関係機関
へ迅速に共有できた割合

市内の公共施設における青色塗装区画等が整備されている数（箇所）
車椅子使用者が優先的に利用できる幅員3.5メートル以上の青色に塗装され
た「車椅子使用者用駐車区画」及び障がい者、高齢者などを対象とした幅
員3.5メートル未満の「優先駐車区画」

・引き続き、関係各課と連
携しながら、整備を行う。

・名簿未登録者への働きかけ
は行っているが、登録の必要
性を感じないなどの理由で登
録意向がない人が固定化しつ
つあると考えられる。

・ひとり暮らし高齢者及び高
齢者のみ世帯のうち、災害時
の避難に支援が必要な人の避
難支援者の登録促進、地域に
よる支援体制の構築の検討を
促進する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・届出のあった行方不明者は全て発見に至り、防災無線の放送、民生委員や自治会等への情報提供により、官民
が協力して事業を行うことができたことから本評価とした。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・協力事業者数が目標値に達し、通報案件については全て適切に対応・処理するとともに、熱中症の危険性を意
識した見守り活動の実施について協力事業者へ依頼し、更なる協力体制の充実を図ることができたことから本評
価とした。なお、協力事業者から市への報告件数は３件であった。



 第３章　認知症の人とその家族等にやさしい地域づくり

　第１節　認知症に関する普及啓発・本人発信の支援

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 6,600 7,000 7,400

実績 6,350

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 58.0 63.0 68.0

実績 57.5

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 1 2 3

実績 0

2

２
・
概
ね
達
成

認知症に関す
る相談体制の
周知

認知症への理
解の促進

No

1

２
・
概
ね
達
成

認知症サポーターの養成人数の累計（人）
・より多くの人に認知症への
理解を深めてもらえるよう、
認知症地域支援推進員やキャ
ラバンメイトとともに、認知
症サポーター養成講座の実施
方法、周知方法、開催場所な
どを検討し、計画的に講座を
開催する。
・認知症サポーター養成講座
ステップアップ研修を実施す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・認知症サポーター養成講座を１８回実施

・上記取組を実施し、目標値の８割以上の実績値となったことから本評価とした。

3

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

「本人ミーティング」の実施回数（回）
・認知症カフェやチームオ
レンジ活動の場で、本人
ミーティングの取組を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・認知症地域支援推進員会議において、本人ミーティングの内容や実施方法等を共有したが、実施に
は至らなかったため本評価とした。

認知症の人本
人による発信
機会の拡大

認知症に関する相談窓口の認知度（％）
※窓口アンケートに回答のあった人のうち、認知症に関する相談窓口を
「知っている」と回答した人の割合

・引き続き、認知症に関す
る相談窓口の周知と正しい
理解の普及に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内高齢者相談センターの認知症ケア相談室において、認知症の人やその家族等への相談支援の実
施と認知症の正しい理解の普及に努めた。
・市や高齢者相談センターのホームページにおいて、認知症に関する相談窓口を周知

・上記取組等により、認知度が概ね目標値に達していることから本評価とした。

評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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　第２節　認知症予防活動の推進

具体的な施策

または取組項目

1

教室や講座など
を活用した介護
予防の啓発
【再掲】

2

通いの場（ふれ
あいサロン）の
拡充
【再掲】

3

生涯学習活動の
推進
【再掲】

4

スポーツ教室の
推進
【再掲】

5
グラウンド・ゴ
ルフの推進
【再掲】

6
ウォーキングの
推進
【再掲】

7
シルバー人材セ
ンターへの支援
【再掲】

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№８「スポーツ教室の推進」を参照（１６ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№９「グラウンド・ゴルフの推進」を参照（１６ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１１「シルバー人材センターへの支援」を参照（１７ページ）

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№２「教室や講座などを活用した介護予防の啓発」を参照（１４ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１０「ウォーキングの推進」を参照（１７ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№７「生涯学習活動の推進」を参照（１６ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№４「通いの場（ふれあいサロン）の拡充」を参照（１５ページ）



具体的な施策

または取組項目

8
高齢者の雇用促
進
【再掲】

9
世代間交流の推
進
【再掲】

10
高齢者の交流事
業への支援
【再掲】

11

元気な高齢者の
ボランティア活
動への参加の促
進
【再掲】

12
学校応援団への
参加の推進
【再掲】

13
生きがい農業の
推進
【再掲】

14
老人クラブの活
動支援
【再掲】

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１５「元気な高齢者のボランティア活動への参加の促進」を参照（１８ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１６「学校応援団への参加の推進」を参照（１９ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１７「生きがい農業の推進」を参照（１９ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１４「高齢者の交流事業への支援」を参照（１８ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１２「高齢者の雇用促進」を参照（１７ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１８「老人クラブの活動支援」を参照（１９ページ）

※第１章「高齢者の健康づくりと介護予防の推進」
　第２節「高齢者の介護予防」の№１３「世代間交流の推進」を参照（１８ページ）

32



33

　第３節　認知症の人とその家族等への支援

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 33.0 37.0 41.0

実績 27.5

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 3 3 3

実績 3

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 88.9

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

1

２
・
概
ね
達
成

認知症ケアパスの認知度（％）
※窓口アンケートに回答のあった人のうち、認知症ケアパスを「知ってい
る」と回答した人の割合

・認知症の普及啓発事業や
介護予防教室実施時に、認
知症ケアパスについて市民
や関係機関への周知に取り
組んでいく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市で作成・配布している「正しく知ろう認知症（認知症パンフレット）」を用い、認知症の理解に
関する普及啓発を行い、認知症予防と早期発見・早期治療の周知に努めた。

・上記取組等により、目標値の８割以上の認知度に達していることから本評価とした。

2

１
・
目
標
を
達
成

認知症地域支援推進員会議の開催
・引き続き、定期的に会議
を開催し、情報共有及び意
見交換を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・認知症地域支援推進員会議を３回開催
・認知症地域支援推進員と市担当者で、市の認知症施策についての情報共有や活動内容を検討するこ
とができた。

・上記取組により、目標を達成したため本評価とした。

3

２
・
概
ね
達
成

認知症初期集中支援チームによる支援によって、医療・介護サービスにつ
ながった人の割合（％）

・引き続き、各高齢者相談
センターに２人ずつ認知症
初期集中支援チーム員を配
置する。

・市民や居宅介護支援事業
所など関係機関への周知を
行う。

・新たに認知症初期集中支
援チーム員となった者を対
象とした研修を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・認知症初期集中支援チーム員会議の開催
・チラシや市ホームページにより、市民や居宅介護支援事業所等の関係機関に周知

・上記取組により、目標値の８割以上を達成したため本評価とした。

認知症ケアパ
スによる情報
提供

認知症地域支
援推進員によ
る支援

認知症初期集
中支援チーム
による支援



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 2 2 2

実績 2

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 5 5 5

実績 2

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 51.0 56.0 61.0

実績 46.7

高齢者虐待の
防止

・定期的に高齢者相談セン
ター等の関係機関と情報共
有を行い、市長申立案件が
あった際には、迅速に手続
を進めていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・高齢者虐待通報を受理し、虐待状況の改善に向けた支援を実施
・高齢者虐待及び消費者被害防止ネットワーク会議を開催し、関係機関による情報共有を実施
・民生委員や介護関連機関等への高齢者虐待通報窓口の周知や情報共有の依頼等を実施

・上記対応等により、目標の認知度の９割程度の実績値となったため本評価とした。

6

・高齢者相談センター連絡
会議等で認知症疾患医療セ
ンターや北埼玉在宅医療連
携室との連携を推進する。

２
・
概
ね
達
成

高齢者虐待に関する相談通報窓口の認知度（％）
※窓口アンケートに回答のあった人のうち、高齢者虐待に関する相談通報
窓口を「知っている」と回答した人の割合

5

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

市長による法定後見開始の審判申立の実施件数（件）
・定期的に高齢者相談セン
ター等の関係機関と情報共
有を行い、市長申立案件が
あった際には、迅速に手続
を進めていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・高齢者相談センター等の関係機関と連携しながら、成年後見制度の利用に関する相談支援を実施
し、市長申立をすべき案件が生じた場合は、申立書類を作成し、申立を実施
・過去に市長申立を実施した案件のうち、報酬助成の申請があった案件に関しては、報酬助成を実施

・審判申立件数が、目標件数の５割未満であったことから本評価とした。

成年後見制度
の利用促進

4

１
・
目
標
を
達
成

認知症に関する関係機関の連携に資する会議などの実施回数（回）

関係機関の連
携による切れ
目のない支援

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・認知症疾患医療センターや北埼玉在宅医療連携室との連携を図るため、高齢者相談センター連絡会
議において情報交換を実施した。

・上記取組により目標を達成したため本評価とした。

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 評価
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具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 4 5 6

実績 4

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 65.0 70.0 75.0

実績 63.6

9
地域における
防犯活動の推
進【再掲】

10
消費者被害の
防止
【再掲】

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

認知症の人の
日常生活への
支援（チーム
オレンジの整
備）

１
・
目
標
を
達
成

チームオレンジの整備数（箇所） ・認知症サポーターの実践
的な活動につなげるため、
ステップアップ講座を実施
する。

・チームオレンジの活動を
広く周知する。

・引き続き、新規チームオ
レンジの整備に向けて取り
組む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・チームオレンジの活動を支援
・認知症の人やその家族との対話から活動につなげていくことが重要であり、各認知症地域支援推進員の活動を
情報共有し、チームオレンジを整備
・認知症サポーターステップアップ講座を実施

・上記取組などの効果により、目標値を達成したことから本評価とした。

※第２章「高齢者の日常生活を支える体制づくり」
　第５節「地域で高齢者を支え合う仕組みづくり」の№７「消費者被害の防止」を参照（２８ページ）

8

２
・
概
ね
達
成

行方不明になった後に保護された６５歳以上の人のうち位置探索サービス
などの利用につながった人の割合（％）

・引き続き、市民や居宅介
護支援事業所など関係機関
に対し、事業についての周
知を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・利用を希望する介護者等に位置特定端末の機器の利用に係る費用の一部助成
・利用を希望する介護者等に行方不明高齢者等早期発見ステッカーを配付

・事業の周知（行方不明となるおそれのある者の家族への利用勧奨等）に努め、目標値の８割以上に
達したことから本評価とした。

行方不明時の
早期発見・保
護

※第２章「高齢者の日常生活を支える体制づくり」
　第５節「地域で高齢者を支え合う仕組みづくり」の№６「地域における防犯活動の推進」を参照（２８ページ）

7



具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 8 9 10

実績 9

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 80.0

12

２
・
概
ね
達
成

認知症対応型サービス従事者の認知症介護基礎研修の受講率（％）
※認知症高齢者グループホーム又は認知症対応型通所介護の事業に従事し
ている医療・福祉関係の資格を有していない介護職員のうち、認知症介護
基礎研修を修了した人の割合

・介護従事者の認知症対応
力の向上を図るため、引き
続き、介護サービス事業所
に対し、認知症介護基礎研
修等の受講案内を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護事業所に対し、埼玉県認知症介護基礎研修の受講案内の周知を実施し、受講率の実績値が目標
値の８割となったことから本評価とした。

認知症の特性
を踏まえた介
護サービスの
提供・確保

11

１
・
目
標
を
達
成

認知症カフェの設置箇所数（箇所）
・各団体等へ補助金交付の
周知を図る。

・認知症地域支援推進員会
議において、認知症カフェ
の活用などについて検討す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・認知症の人とその家族等の交流の場となる認知症カフェを開催する団体に対し、補助金を交付し、
団体への支援を行った。

・上記取組などの効果により、目標値を達成したことから本評価とした。

認知症の人の
社会参加の促
進（認知症カ
フェの普及
等）

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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 第４章　在宅医療・介護サービス提供体制等の充実

　第１節　在宅医療・介護連携の推進

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 186 204 222

実績 204

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

1

「北彩あんしんリング」に登録している医療・介護関係者の数（人）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・医療・介護関係者が連携し、「入退院支援ルール」や自宅や介護施設などでの「看取り」の普及啓
発に努めている。
・「北彩あんしんリング」に登録している医療・介護関係者数が、目標を上回ったため本評価とし
た。

１
・
目
標
を
達
成

在宅医療・介
護連携の推進

・在宅医療・介護連携のた
めの相談窓口の運営を引き
続き北埼玉医師会に委託し
て実施し、高い専門性を確
保するとともに、多職種研
修会等の機会を設定し、
「北彩あんしんリング」の
一層の普及を図る。



　第２節　特別養護老人ホーム等の介護施設等の整備

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)①

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 県協議 整備 竣工

実績 なし

指標(単位)②

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 整備・竣工

実績 公募準備

指標(単位)③

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 公募・選定 整備・竣工 開設

実績 公募

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

看護小規模多機能型居宅介護事業所の整備（登録定員２９人）
・令和６年度の公募結果を
受け、令和７年度において
も看護小規模多機能型居宅
介護事業所の整備に向け、
公募を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・医療と介護ニーズに複合的に対応できる看護小規模多機能型居宅介護事業所整備に向けて、令和６
年７月２２日から８月２９日まで公募を行った結果、事業者による事前相談に留まり、正式な公募申
請には至らなかったため、同年９月２０日から１２月２０日まで公募を延長したが、同様に公募には
至らなかった。

1

特別養護老人
ホーム等の介
護施設等の整
備

公募・選定

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

認知症高齢者グループホームの整備（定員１８人）
・令和７年度に看護小規模
多機能型居宅介護事業所と
併せ、公募・選定を行う予
定である。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各事業所が開催する運営推進会議に市職員も出席し、ニーズや課題の収集に努めた。これらの情報
を踏まえて公募書類を作成し、公募・選定につなげることとする。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

特別養護老人ホームの整備（定員１００人）
・特別養護老人ホームの整
備を希望する事業者が出た
際には、整備事業者との連
携を密にし、円滑に補助金
交付等を行い、早期の整備
に寄与する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・令和６年５月に埼玉県から「令和６年度特別養護老人ホーム等施設の整備方針」が示されたが、社
会福祉法人設立認可等協議書及び老人福祉施設設立計画書の提出をする事業所はなかった。

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析
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　第３節　介護人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進等

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 44 48 52

実績 36

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 運用準備 運用開始 運用

実績 運用開始
2

介護現場の生
産性の向上の
推進等

電子申請・届出システムの運用
・引き続き、介護サービス
事業所へ当該システムの周
知を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・介護サービスに係る申請及び届出について、令和７年３月１日から電子申請・届出システムによる
受付を開始するとともに、介護サービス事業所へ運用開始の周知を行った。

No

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護人材の確保を図るため、介護福祉士や介護支援専門員の資格試験の受験手数料に対する助成を
行った。
・介護人材のすそ野を広げるための介護に関する入門的研修を開催した。

・市内の居宅介護支援事業所に従事する主任介護支援専門員の数が目標値の８割以上に達しているこ
とから、本評価とした。

1

１
・
目
標
を
達
成

介護人材の確
保・定着及び
資質の向上

２
・
概
ね
達
成

市内の居宅介護支援事業所に従事する主任介護支援専門員の数（人）

評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

・生産年齢人口の減少や高
齢化に伴う介護需要の増加
により見込まれる介護人材
の不足に備え、介護に携わ
る専門職を確保するための
取組を推進するとともに、
複雑化・多様化する高齢者
支援ニーズに適切に対応で
きるよう、介護職員の質の
向上を図る必要がある。



 第５章　高齢者の安心安全のための災害・感染症への備え

　第１節　災害に対する備え

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 94.5

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 47.0 48.0 49.0

実績 46.8

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 100

・名簿未登録者への働きかけ
は行っているが、登録の必要
性を感じないなどの理由で登
録意向がない人が固定化しつ
つあると考えられる。

・ひとり暮らし高齢者及び高
齢者のみ世帯のうち、災害時
の避難に支援が必要な人の避
難支援者の登録促進、地域に
よる支援体制の構築の検討を
促進する。

・引き続き、市内の全ての
介護施設等で避難確保計画
の策定や水害訓練が実施さ
れるよう実施の促進を図
る。

非常災害対策が実施されている介護施設の割合（％）
※水防法又は介護保険関係法令の規定により避難確保計画又は非常災害対
策計画の作成及び避難訓練の実施が義務付けられている市内の介護施設の
うち、これらの対策が適切に講じられている介護施設の割合

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護施設等における避難確保計画の策定及び水害避難訓練の実施を促進した。
・全ての介護施設等（８８箇所）において、避難確保計画が策定されるとともに、水害訓練が実施さ
れ、実施結果報告書が提出されたことから本評価とした。

災害に対する
備え

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・自主防災組織未設立団体代表者に対し、設立に必要な書式例を作成し、自主防災組織設立に関する依頼を行っ
た。そのうち１団体は設立となったが、１０団体が未設立であり、目標値である組織率１００パーセントには達
しなかったことから本評価とした。

災害時要援護者名簿における避難援助者の登録率（％）
※災害時要援護者名簿に登録されている人のうち、避難援助者の登録がある人の割合

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・引き続き、民生委員・児童委員による高齢者世帯訪問時や障害者手帳所持者への災害時要援護者制度の周知を
行ったが、目標値を下回ったため本評価とした。なお、登録者の死亡数や施設入所者数が新規登録者数を上回っ
たものと考えられ、登録者数が減少した。
・令和６年度末　災害時要援護者名簿登録者数　６，６９６名（１８７名減）

 　上記のうち、避難支援者の登録がある者　３，１３２名（１１２名減）　…（　）内は、前年度末との比較

２
・
概
ね
達
成

２
・
概
ね
達
成

１
・
目
標
を
達
成

No 評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

1

自主防災組織の組織率（％）
※自治協力団体加入団体のうち自主防災組織を設置している自治協力団体の割合 ・自主防災組織未設立団体に

個別に連絡を行い、設立を促
進する。
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　第２節　感染症に対する備え

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 100

１
・
目
標
を
達
成

感染症に対す
る備え

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

評価
【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

感染症対策が実施されている介護施設の割合（％）
※市内の介護施設のうち、感染症対策が適切に講じられている介護施設の
割合

No

・引き続き、感染症の発生
状況を注視し、市の感染症
対策等の情報を発信すると
ともに、介護施設における
感染症対策の実施状況等の
定期的な点検を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・感染防止対策の実施状況及び業務継続計画の策定状況について、市内の介護施設にアンケート調査
を実施
・介護施設に対し、国等からの感染症等に関する情報を提供

・市内の介護施設において、感染症対策及び業務継続計画の策定が適切に講じられているとの回答結
果を踏まえ、本評価とした。

1



 第６章　介護保険制度の安定的な運営

　第１節　介護保険料の収納確保

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 98.2 98.4 98.6

実績 98.0

介護保険料の
収納確保

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・６５歳年齢到達者に対して保険料の口座振替推奨文書を送付
・未納者に対して個別の送付相談を実施、また、現年度未納分について催告書を送付
・収納率が目標値の９割以上に達したため、本評価とした。
※収納率の内訳　現年度分：９９．３６％　滞納繰越分：１２．５％

２
・
概
ね
達
成

介護保険料（全体）の収納率（％）
・催告書送付や電話による
催告を行う。

・滞納による介護サービス
の給付制限があることを周
知する。

・第６段階以上の未納者に
ついて、差押さえ等の滞納
処分を検討する。

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No 評価

1
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　第２節　介護給付の適正化

具体的な施策

または取組項目

指標(単位)
①

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 100 100 100

実績 100

指標(単位)
②

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 110 120 130

実績 115

指標(単位)
③

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 70.0 80.0 90.0

実績 83.2

評価
分析を踏まえた改善点・

今後の取組内容等

住宅改修費支給申請件数のうち、建築専門職が審査に関与した件数の割合
（％）
※建築専門職には、福祉住環境コーディネーター検定試験２級以上の資格
を有する者を含む。１

・
目
標
を
達
成

介護給付の適
正化

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・点検を実施する市職員４名のうち、３名が福祉住環境コーディネーターの資格を取得して審査に関
与し、目標値以上の割合となったため本評価とした。

・住宅改修支給申請の審査
については、担当職員の資
格取得に係る支援等をさら
に進めていく。

・ケアプラン点検について
は、対象となるケースを精
査しつつ点検数の確保に努
める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・要介護認定調査を委託した３８件について、すべて点検を行ったため本評価とした。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和６年１２月から令和７年３月にかけて、市内２０事業所を対象に計１１５件のケアプラン点検
を実施し、点検数が目標値を超えたことから本評価とした。

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

・要介護認定を委託した場
合については、引き続き点
検を実施していく。

委託により実施した要介護認定調査に係る結果の点検実施率（％）

ケアプランの点検数（件）

1

１
・
目
標
を
達
成

１
・
目
標
を
達
成

No



指標(単位)
④

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 6 7 8

実績 6

指標(単位)
⑤

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

目標 75.0 80.0 85.0

実績 64.9

・医療情報との突合につい
ては、国保連合会での委託
では対応できないケースも
あることから、これを補完
する方法として、職員によ
る点検の実施に向けた準備
を進めていく。

・医療情報との突合につい
ては、国保連合会での委託
では対応できないケースも
あることから、これを補完
する方法として、職員によ
る点検の実施に向けた準備
を進めていく。

医療情報との突合の対象とした１年間の出力件数のうち点検した件数の割
合（％）

１０種類ある縦覧点検の帳票のうち、縦覧点検の対象とした１年間に出力
された全件の点検を実施している帳票の数（種類）

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・縦覧点検については、例年同様に６帳票の点検を実施したことから本評価とした。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・医療情報との突合について、毎月、国保連合会に委託して点検を実施したが、目標値の８割を上
回ったことから本評価とした。

１
・
目
標
を
達
成

２
・
概
ね
達
成
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